
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チーバくん 

（地域学校協働活動ボランティアだより） 

第２８号 「地域学校協働活動の紹介」及び「令和６年度 各種研修会の開催予定」等 

令和６年３月１５日 発行：千葉県地域学校協働活動推進委員会   チ  ー  バ くん 

 ３名の地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）とインストラクター、約 90 名のボランティアで
活動をしています。 

長南町地域学校協働本部は、「人とつながり、地域とつながり、次代へつなげる長南の教育」という町
教育基本理念のもと、見守り活動や放課後子供教室等はもちろん、町の伝統文化や産業について学ぶ
「郷育」のサポート等をとおして、学校と地域が連携・協働しています。また、「できる人が、できる時に、 
できることをやる」を合言葉に、緩やかな組織として継続的な取組を行っています。 

コーディネーターが、実際に学校の要望等を把握した上で内容の企画・立案、地域人材とのマッチン
グ、次の活動に向けての振り返り等を行うなど、PDCA サイクル（Plan 計画→Do 実行→Check 評価→
Action 改善）で活動をすることで、継続的かつ質の高い取組となっています。 
  

長南町地域学校協働本部の取組 

【「郷育」古代米づくり】 【手作りの森の図書館】 【ボランティア交流会】 

【参加者の声】 
・竹の花器作り、稲作体験など地域の特性を活かした地域と学校の協働活動に感動しました。何より
参加する子供たちや協力する地域の人たちの笑顔が素敵でした。「つながるーむ」の取組は参考に 
させていただきたいと思いました。 

・自然に囲まれた町で、特色を生かした活動が学校・子供教室で行われていて素敵だと思いました。 
また、ボランティアの人数も多く、驚きました。広報等、広く活用していくことが大切だと感じました。 

 

千葉県では、学校と保護者や地域住民等の関係者で目標やビジョンを共有し、学校の運営とそのために
必要な支援について協議するコミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な取組により、学校と地
域が力を合わせて子供たちの成長を支える「地域とともにある学校づくり」を推進しています。 

今回は、「地域学校協働活動推進員研修講座３期」で実践発表をいただいた、２つの自治体の地域  
学校協働活動と令和６年度の各種研修講座等について特集していきます。市町村での研修会や今後の地域
学校協働活動の参考にしていただく等、効果的に活用していただけますと幸いです。 

〇県内の地域学校協働本部では、こんな活動をしています！ 
・登下校見守り（交通指導）  ・地域でのあいさつ運動  ・学習支援ボランティア  ・伝統芸能指導 
・コミュニティ・カレンダーの作成（学校行事、地域行事等記載）   ・資源回収   ・音楽指導 
・学校行事補助   ・環境整備（花壇、校舎内等）   ・読み聞かせ…等       (「R５実績報告より」一部抜粋) 

〇学習に対する多様な協力活動 
・登下校の見守り、花壇や通学路等の 
学校周辺環境の整備、読み聞かせ、 
授業補助等の活動 

 

〇学びによるまちづくり・地域課題解決
型学習・郷土学習 

・地域（地域資源、産業、郷土芸能等） 
について、地域住民から学んだり、自 
ら調べ発表したりする活動 

※地域学校協働活動とは、教育活動や放課後子供教室などの活動において、地域住民などの参画により、  
子供たちの多様な学びや体験を支援する活動です。例として以下のようなものがあります。 

〇放課後子供教室 
・地域住民の参画を得て、放課後等に 
全ての児童を対象として行う、学習や 
体験・交流といった多様な活動 

 
「コミュニティ・スクールや地域学校協働活動」についてもっと知りたい方 
（文部科学省・こども家庭庁合同ホームページ） 

http://manabi-mirai.mext.go.jp        学びの未来     で検索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 日時 内 容 開催 
方法 

１ 

５月３１日(金)午前 ・制度や仕組み、コミュニティ・スクール（CS）との一体的推進について学ぶ 

オン 
ライン 

６月２０日(木)午前 
          

           午後 

・地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）の役割やコーディネート
の技能・手法について学ぶ 

・座談会…参加者の要望に応じて意見交換を行う。（希望者） 

９月 ６日(金)午前 ・具体的な実践例をとおして、実際の地域学校協働活動推進員（地域コー 
ディネーター）の取組について学ぶ 

２ １０月～１２月 ・地域学校協働本部及び地域学校協働活動（放課後子供教室）の参観を 
とおして具体的な実践について学ぶ 

現地 
視察 

３ 
令和７年 
１月３０日(木)午前 
           午後 

・事例をもとに地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）の活動に
ついて話し合い、これからの役割や取組について考える 

・座談会…参加者の要望に応じて意見交換を行う。（希望者） 

オン 
ライン 

・コミュニティ・スクール研修会      ８月２１日（水）午後 
・放課後子供教室指導スタッフ等研修会  ９月２０日（金）午前 

オン 
ライン 

 

【問い合わせ先】   千葉県教育庁 教育振興部 生涯学習課 学校・家庭・地域連携室 
  TEL：043-223-4069   メール：kysho2@mz.pref.chiba.lg.jp  

※ 各種研修講座（研修会）の日程及び内容については、変更する場合があります。 
※ 申込み等の詳細については、千葉県ＨＰ、県立学校及び各市町村教育委員会を通じて周知いたします。 

〇県内の放課後子供教室では、こんな活動をしています！ 
・工作教室   ・お琴   ・ヨガ教室   ・スポーツ鬼ごっこ   ・ハイキング   ・絵画教室   ・華道 
・けん玉   ・しめ縄づくり   ・郷土学習   ・よさこい鳴子踊り    ・トランプ    ・学習支援 
・ハーバリウム教室  ・理科実験教室（サイエンスショー）   ・スカッシュ…等  (「R５実績報告より」一部抜粋) 

習志野市放課後子供教室の取組 
 同一の小学校内等で、放課後児童会（放課後児童クラブ）と連携して、すべての児童が放課後子供  
教室のプログラムに参加ができる「校内交流型（一体型）」で実施をしています。 

学習や工作等の制作活動、夏祭りやハロウィン等の季節行事といった多様な体験活動を行っており、
市主催の行事等にも参加するなど地域住民との交流も行っています。 

また、アンケートによる満足度調査を実施し、保護者のニーズを把握することで、より充実した居場所・
活動になるよう努めています。 

【壁画作り】 【サイエンスショー】 【リクガメとのふれあい】 
【参加者の声】 

・ボッチャや、お絵かき教室など、色々なプログラムを提供しており、ボランティアの方々が活発に活動し
ていることがわかりました。 

・子供の居場所作りに力を注いでいるなと思いました。子供の居場所作りと共に保護者への不満解消
にも取り組んでいるところも素晴らしいと思いました。 

 







（地域学校協働活動ボランティアだより） 
第２５号 県主催の研修講座（研修会）の開催の様子について 

２０２３年１月１６日 発行：千葉県地域学校協働活動推進委員会 

 
 
 
     
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
                        
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            

 
 

千葉県教育委員会では、人材育成・ネットワークづくりのために、地域学校協働活動推進員、地域コーディ

ネーター、ボランティア、学校担当者、学校との協働活動に興味のある地域住民等（興味のある方はどなたで

も参加可能）を対象に、「地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）研修講座」を開催しています。

今年度は、年間を３期に分けて、全１１回の研修講座を開講しており、１期（制度概要、コーディネートの

基礎、実践例等の講義・実践発表・グループワーク）及び２期（地域学校協働本部による活動及び放課後子供

教室の現場視察）の研修講座が、関係者の方々の御協力により無事に終了しました。 
また、力量アップのために、放課後子供教室や放課後児童クラブ等の関係者を対象に、「新・放課後子ども

総合プラン」指導スタッフ等研修会を実施しました。 

学び未来  
「コミュニティ・スクールや地域連携協働活動」についてもっと知りたい方は 

（文部科学省・厚生労働省合同ホームページ） 
http://manabi-mirai.mext.go.jp    学び未来  で検索 

 ９月２２日（木）にオンラインにより、令和４年度「新・放課後子ども総合プラン」指導スタッフ等研修会

を開催しました。主な内容として、NPO 法人 AIKURU の村野裕子先生から「放課後子供教室と、こどもに関

わる大人のまなざし」という演題での御講演と、酒々井町教育委員会から「酒々井町放課後子供教室の取組状
況について」事例を発表していただきました。７９名の方々に御参加いただきました。 

【参加者の声（講演について）】 
・村野先生の講演を拝聴し、魅力的な活動の数々に

感動を覚えたと共に、実現のためには人材確保を
はじめ様々な課題を乗り越えなければいけない現
実を目のあたりにしました。現状実現が難しい活
動もありますが、未来あるこどもたちのため、「こ
ども教室」が将来的に持続していけるよう地域の
方々と手を取り合いながら日々努力していきたい
と思います。 

【参加者の声（実践発表について）】 
・地元の大学生の有志の方々が積極的に活動を展開

されている姿に感動しました。年齢の垣根を越え、
幅広い年代の方々が一丸となって子どもたちに寄
り添うかたちがとても素晴らしいと思います。 

 チ  ー  バ くん 

【問い合わせ先】千葉県教育庁 教育振興部 生涯学習課 学校・家庭・地域連携室 

 TEL：043-223-4069 メール：kysho2@mz.pref.chiba.lg.jp 

地域学校協働活動推進員研修講座＜２期 全７回＞現場視察 

１０～１２月までの期間で、各教育事務所管内で行われた７か所の地域学校協働活動を参観させてい

ただきました。延べ 157 名の方々に御参加いただきました。 

市川市には、学校教育を地域が支援する（従来の学
校コーディネーター）からもう一歩進めて、地域の活
動を学校も併せてコーディネートするためのネット
ワークとして「地域学校協働本部」があります。１６
の中学校区をブロックとして、統括的な地域学校協働
活動推進員を 1 名、各校・園に地域学校協働活動推進
員を 2 名配置し、活動しています。 

研修講座には、市内各ブロックの多数の推進員の
方々も参加し、活動の紹介や参加者の相談にのってく
ださいました。 
【参加者の声】 
・「コミュニティカレンダーの作成」や「コーディネ

ーターズカフェを開催して先生方との交流、情報交
換等の機会をつくること」など先進事例をたくさん
聞くことができ、とても参考になりました。 

・「地域には人材（財）はたくさんいる！知り合うこ
とでつながる。つながると豊かになっていく」とい
う言葉が印象に残りました。 

四街道市は、市全体を統括する「統括支援コーディ
ネーター」を１名、小学校１２校、中学校５校の全て
に地域コーディネーターを１名ずつ配置しています。
年に２回、地域コーディネーター会議を実施し、コー
ディネーター、学校関係者、教育委員会が情報共有を
しながら活動を進めています。 

今回は、山梨小学校で、学校支援活動の参観をしま
した。 
【参加者の声】 
・ボランティアとして活動することに喜びや充実感を

感じていらっしゃる方々の姿を見て、『このような
場をどんどんつくっていこう！』と思いました。 

・子供たちがボランティアの方をしっかりと認識して
いて、信頼関係ができていることが素晴らしいと思
いました。ボランティアの方もその中でやりがいを
感じているように感じました。 

【市川市 地域学校協働本部】1０月１２日実施 
 

【四街道市 地域学校協働本部】1１月１８日実施 
 

【鴨川市 土曜スクール（放課後子供教室事業）】1２月１７日実施 
 

鴨川市では、「市内の小学生が安心して活動のできる
場の確保を図ること」「活動を通じて次世代を担う青少
年健全育成を支援すること」を目的に、「鴨川市土曜スク
ール」を開催しています。 

地域の実情に合わせて、「タグラグビー」「ライフセー
ビング」「サーフィン」「芋ほり」「ピザ作り」「押し花の
ハガキ作り」等の様々な体験活動が行われています。今
回は、福祉学習とスポーツ体験学習の２つのスクールを
参観しました。 
【参加者の声】 
・実際にどのようにスタッフを組織し、企画しているか

理解することができました。 
・子どもたちの生き生きとした様子や指導者の連携等か

ら、学校教育以外の場所で人々が年齢をこえて学び合
っている様子が分かり、素晴らしかったです。 

令和４年度「新・放課後子ども総合プラン」指導スタッフ等研修会 

【地域学校協働活動推進員研修講座＜３期＞】 
テーマ「参考事例から考える地域コーディネーターの役割について」 
（内容：講義・実践発表・グループワーク等） 

令和５年２月１日（水）開催（１月１８日締切） 
←←←詳細や申込みはこちらから 
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（地域学校協働活動ボランティアだより） 
第２４号 コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進  

令和４年９月２８日 発行：千葉県地域学校協働活動推進委員会 

 

 

 
 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

            

 

 

 

 

チーバくん 

千葉県教育委員会では、学校の運営とそのために必要な支援について協議する「学校運営協議会」と活動
を行う地域学校協働本部が連携した、一体的な取組の推進をしており、県立学校及び各市町村に対して、
地域学校協働活動と「両輪」の関係を成すコミュニティ・スクール（CS）の導入を推進しています。 

学び未来 

学 校 と 地 域 の つ な ぎ 役 で あ る 学 校 運 営 協 議 会 委 員  兼  地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員       

（地域コーディネーター）が中心となって展開されている「地域学校協働活動」を紹介します。 

【問い合わせ先】 千葉県教育庁教育振興部生涯学習課 学校・家庭・地域連携室 TEL：043-223-4069 

学校の働き方改革につながっている事例 

学校における日々の教育活動や、放課後児童クラブ、放課後子供教室などでの教育活動において、地域住民

や専門的知見のある企業・団体関係者などの地域人材等の参画により、子どもたちの多様な学びや体験を支援

する地域学校協働活動を推進し、地域における教育の質の向上を図ります。 

 あわせて、学校の教育活動に地域住民や社会人が参画する機会を促進するため、地域コーディネーターなど

の学校と地域を結ぶための人材の育成・拡充を図るとともに、活動に携わる人々の交流を促進します。 

 さらに、学校と地域住民や保護者等が、学校に必要な支援等について協議するなどして目標を共有し、力を

合わせて学校運営に取り組む学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の導入により、地域学校協働活

動を一層効果的に進め、地域とともにある学校づくりを推進します。 

千葉県の方針（千葉県総合計画より） 

千葉県内のコミュニティ・スクールの取組紹介 

教育活動の充実や地域理解につながっている事例 

学校運営協議会で、学校が困っていることや地域

の方々にお願いをしたいことを協議し、それまで教

職員が行っていたことを地域学校協働活動推進員

が橋渡し役となり、地域が代わりに担うことになっ

た取組です。 

学校運営協議会に向けて、教職員から地域にお願

いをしたいことをピックアップし、その内容を学校

運営協議会で協議し、地域コーディネーターが中心

となって地域住民や企業の方々に実際に面接練習

や職場見学等を行ってもらうといった取組です。 

 

「コミュニティ・スクールや地域連携協働活動」についてもっと知りたい方は 

（文部科学省・厚生労働省合同ホームページ） 

http://manabi-mirai.mext.go.jp    学び未来  で検索 

 

コミュニティ・スクール研修会（8月 23日火曜日 オンライン開催） 
○対象：教育委員会担当者、学校教職員及び学校運営協議会の委員、地域コーディネーター等    

 ○内容：先進事例を含めた制度説明を実施し、関係者の理解促進を図る。 

 ○講演：「CS 及び地域学校協働活動の一体的推進に向けた取組について」 

東京学芸大学 副学長 松田 恵示 氏 

＜参加者の感想＞（４００人を超える方々が参加しました） 
  ・コミュニティ・スクールの意義や必要性について理解を深めることができました。 

・地域の特性に合わせ、様々な立場の方々が学校運営のビジョンを共有し、また、そのプロセスが重要である 
と考えさせられました。 

   ・講師の松田先生からコミュニティ・スクールの導入状況及び意義についてわかりやすく説明していただきまし   
た。生徒を中心として、教職員、保護者、地域住民が一体となって協働的に教育活動を進めていく組織体制を 
作ることの重要さを学びました。 

 

〇県主催の研修会の実践発表でお話してくださったことの一部を紹介します。 

地域学校協働活動推進員であり、学校運営協議会委員である私の役割は、学校教育の中に地域を

コーディネートすること、学校と子ども達、地域の思いや気持ちをくみ取り、必要に応じて交通整

理をしたり、活動につなげていったりすることだと考えています。 

 

日々の取組の中で学校運営協議会委員兼地域学校協働活動推進員が大切にしていること 

千葉県の取組（人材育成、人材発掘に向けた取組） 

出典：文部科学省 

学校が抱えている課題や地域の思いを受けとめながら、子どもたちの未来のために活動をしてく

ださっていることに感謝するとともに、今後の取組の参考にさせていただきます。 



千葉県 地域学校協働活動ボランティアだより 
第２３号 放課後子供教室 について 

２０２０年１２月２１日 発行：千葉県地域学校協働活動推進委員会 

（地域学校協働活動ボランティアだより） 
第２３号 令和３年度地域学校協働活動推進員研修講座開催 

２０２２年２月８日 発行：千葉県地域学校協働活動推進委員会 

 
  
   
  
 
 
 
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

チ  ー  バ くん 

令和３年度地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）研修講座＜１期（４回）＞＜２期（７回）＞

＜３期（１回）＞の計１２回の全日程が終了しました。県内各地から２９４名の方が参加しました。研修講

座の様子の一部を紹介いたします。（県教育委員会 HP に全講座分紹介しています。） 

１０月２５日～１２月１０日まで各教育事務所管内で行われている地域学校協働活動の実践事例を

紹介する研修講座が全７回開かれました。そのうちの３講座の様子を御紹介します。 

浦安市の地域学校協働本部の活動の様子については、

感染症対策の観点や多くの方が視聴できるというメリッ

ト等から、オンラインで実践報告や映像視聴を行いまし

た。主にキャリア教育や漢字検定の実践発表をしていた

だきました。参加者同士によるチャットでの質疑応答や

サテライト会場での参加者からの質問など、オンライン

上で活発なやりとりが行われました。参加者からは「コー

ディネーターの具体的な動きが参考になりました」「仕事

や子育ての合間に移動時間がなく、オンラインで参加で

きてよかった。」などの声をいただきました。 

地域学校協働活動推進員研修講座＜２期＞活動事例の紹介 

 鎌ケ谷市立道野辺小学校において、学校図書、ミシン、植

物水やり、学習ボランティアの活動の様子を参観させていた

だきました。同校で活動している地域コーディネーターや学

習ボランティアの方から、「先生方の苦労を知り、学校とボラ

ンティアの間をつなぐ役割ができ、とても充実している」「子

どもたちの笑顔が見られて、達成感がある」とのお話があり

ました。参加者からは「今学校が抱えている問題のいくつか

はこのような地域の力を活用することで解決できると思いま

した。」「子どもたちに良い影響を与えている。」などの声をい

ただきました。この日は、鎌ケ谷市内の全ての学校の担当教

職員や地域コーディネーターも参加しました。 

 勝浦市立勝浦中学校において、お飾り作り体験の様子を参

観させていただきました。勝浦市から「平成 31 年度に市に

一つの本部を設置して、地域ぐるみで勝浦の子供を育てる組

織体制を整備した。」「近隣の大学や青少年相談員、子ども会、

PTA 連絡協議会等の代表者が運営委員となり、地域学校協働

活動推進員が学校からの要望等をとりまとめて活動へとつ

なげている。」とのお話がありました。参加者からは、「自治

体が主体となって学校と連携を図りながら、学校の要望に応

えることが子どもたちの体験や学びにつながることを実感

できました」「地域学校協働本部のネットワークについて非

常に参考になりました。」などの声をいただきました。 

【浦安市 地域学校協働本部】11 月 25 日実施 

 

【鎌ケ谷市立道野辺小学校 地域学校協働本部】11 月 30 日実施 

【勝浦市 地域学校協働本部】12 月 10 日実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

学び未来 
 

「コミュニティ・スクールや地域連携協働活動」についてもっと知りたい方は 
（文部科学省・厚生労働省合同ホームページ） 

http://manabi-mirai.mext.go.jp    学び未来  で検索 

【問い合わせ先】 千葉県教育庁教育振興部生涯学習課 学校・家庭・地域連携室 TEL：043-223-4069 

地域学校協働活動推進員研修講座＜３期＞講義・実践発表・座談会 

 全国的に活動をされている大坪 直子コーディネータ

ーを講師にお招きして、地域学校協働活動の必要性やそ

の効果・事例等について御講義いただきました。「地域

の課題を地域で考える」「地域全体で未来を担う子ども

たちの成長を支えることで、地域のつながりを・・・」

とのお話がありました。参加者からは、「大坪先生のご

講演は大変興味深く、役に立ち、かつ意欲をかき立てら

れました。」「いろんな地域資源を活用し、子どもたちに

とって楽しく住みたいと思える街にしていきたいと思

いました。」「地域人材の発掘方法についてヒントを得ま

した。」などの声をいただきました。 

 匝瑳市の吉田小放課後子ども教室での絵合

わせカードゲームやブーメラン作りなどの活

動を紹介していただきました。参加者からは、

「匝瑳市のブーメラン作りは簡単に出来そう

なのでやってみたいと思いました。」「実際に

どのような活動がされているのか具体的に実

践を踏まえながら説明いただき、今後の参考

となりました。」「施設外にでて行うイベント

が出来ていないので、とても刺激を受けまし

た。」などの声をいただきました。 

放課後子供教室の実践発表（匝瑳市） 

全国体験活動ボランティア活動総合推進センター  大坪 直子 コーディネーター 
講義 【地域学校協働活動の推進に向けて】 

 他の市町村の方々と日頃の活動を紹介し合

うことや日頃の悩みなどを気軽に話せる場に

することを目的に、オンライン座談会を開催し

ました。ZOOM のブレイクアウトルームを使っ

て、地域学校協働本部と放課後子供教室のグル

ープに分かれて行いました。日頃の活動につい

ての情報交換や地域の人材発掘、人材不足、コ

ーディネーターとなる次世代の育成などが話

題となりました。 

「今後もぜひ、このような交流の機会をつく

ってほしい」という声をいただきました。 

午後の部 座談会 

昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった研修講座＜3 期＞ですが、今年度は

オンラインで 1 月 28 日に開催しました。午後はオンライン座談会を行い参加者同士が交流しました。 



（地域学校協働活動ボランティアだより） 
第２２号 ガイドブックの活用とコミュニティ・スクール（CS）について 

２０２１年１０月１９日 発行：千葉県地域学校協働活動推進委員会 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県教育委員会では、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて

学校としてできることとして、学校の窓口となる地域連携担当（一般 

教職員等）の明確化を推進しています。 

地域連携は、地域と学校の実態や学校経営方針を踏まえ、地域と目標

を共有して進めていくことが大切です。また、地域の方との連絡調整を

したり、学校内の体制を整えたりする、「学校の窓口」（地域連携担当）

を明確にしながら学校全体で計画的に取り組んでいきます。 

令和３年３月に市町村教育委員会を通じて配布した「～学校と地域

の連携・協働ガイドブック～ 地域連携のススメ」には、「地域連携の

意義と効果」「活動の進め方」「組織的・効率的な連携のために」等が

示されています。そのまま使える「ボランティア登録申請用紙」や  

「地域連携全体計画」等の「様式集」もありますので、ぜひご活用くだ

さい。 

 

 ９月１日（水）にオンライン（Zoom ウェビナー）により、令和３年度「新・放課後子ども総合プラン」     

指導スタッフ等研修会を開催しました。主な内容として、こども環境デザイン研究所代表の矢生秀仁先生から

「現代における地域教育の可能性と重要性」という演題での御講演と袖ケ浦市教育委員会生涯学習課から 

「地域の特色を生かした袖ケ浦市放課後子供教室の取り組みについて」事例を発表していただきました。 

 
【参加者の声】 

＜講演について＞ 

・子供たちの「ホッ」とできる存在であり続けたいと再

認識すると共に、想像力・経験値の差によって個々の

子供に対応する術を今後も模索していきたい強く思い

ました。 

＜実践発表について＞ 

・なぎなたや巨大シャボン玉など、魅力的なプログラム

をされていて素晴らしいなと思いました。どのような

場所でも、工夫次第で楽しい放課後子供教室が開催で

きることを教えていただきました。 

令和３年度「新・放課後子ども総合プラン」指導スタッフ等研修会 

 	s  �4  	‚  	�	R  

令和 3年度訪問数【県立】３０校 【市町村】１８市町 （令和３年１０月１日現在） 

内容：CS導入に向けて、CSと地域学校協働活動（本部）の関係性 等 

時間：２０～６０分程度（御要望に応じます） 

⇩⇩⇩ご希望やご質問等については⇩⇩⇩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学び未来 
 

「コミュニティ・スクールや地域連携協働活動」についてもっと知りたい方は 

（文部科学省・厚生労働省合同ホームページ） 

http://manabi-mirai.mext.go.jp    学び未来  で検索 

コミュニティ・スクール（CS）導入に向けて 

我孫子市立白山中学校区ミニ集会 オンライン開催（８月２４日） 
コミュニティ・スクール導入に向けて、中学校区（３校）の教職員と地域コーディネータ

ー、保護者がオンラインでつながり、ミニ集会を開催しました。コミュニティ・スクールを

導入することにより、それぞれができることについて考え、どのようにいかしていくか発表

し合いました。 

開かれた学校づくり研修会 オンライン開催（８月２５日） 

「今、なぜ CSなのか」 CSマイスター小西 哲也先生（山口県） 
現在、学校を取り巻く諸課題や、子供に求められる力、社会状況等に照らし合わせ、   

「今、なぜＣＳなのか」について御講演いただきました。 

 「地域の方々との関わりは、子供の成長や意識の変化に関係する」「ＣＳを設置した学校で

は、教職員の意識改革が進む」「高校は社会に出る一歩手前の学校だからこそ、社会とのつな

がりが必要」など、豊富な調査資料等を根拠に CS導入の必要性について御説明いただきま

した。 

 

「学校運営協議会を活用した取り組みについて」 飯高特別支援学校 
地域防災、地域美化、高齢者福祉などの地域課題に関連した取組や飯高コミュニティ・ 

カレンダーの作成、１０００か所ミニ集会における工夫について発表していきただきました。 

「コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動の実践について」市川市教育委員会 
「学校運営協議会の３つの権限について、不安を感じている自治体や学校が多いようです

が、全く心配ありません。委員のみなさんは子供たちや地域のためにとても協力的です。」と、

全校で CSを導入している市川市教育委員会の現状についてお話しいただきました。 

【問い合わせ先】千葉県教育庁教育振興部生涯学習課  

学校・家庭・地域連携室 TEL：043-223-4069 

【参加者の声】＜講演について＞ 

・今回の研修を受けて職員と研修を重ね「なぜ今、コミスクが必要なのか」「なぜ、コミスクなのか」 

について共通理解を図りながらさらに意義ある教育活動に前進していきたいと思います。「人は人を 

浴びて人になる」という言葉が心に残りました。 

県立学校・各市町村教育委員会を訪問させていただいています 



千葉県 地域学校協働活動ボランティアだより 
第２１号 地域学校協働本部「地域未来塾」 
２０２１年２月９日 発行：千葉県地域学校協働活動推進委員会 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーバくん 

地域未来塾とは？ 

千葉県教育委員会では、地域と学校がパートナーとなり、地域全体で 

子供の成長を支え、地域を創生する「地域学校協働活動」を推進しています。  

今回は「地域未来塾」と「『地域学校協働活動推進』に係る文部科学大臣
表彰」を特集していきます。 

 

中学生等を対象とした、教員ＯＢや大学生など地域住民等の協力 

による原則無料の学習支援です。 

 

 

「地域学校協働活動」についてもっと知りたい方は 

（文部科学省・厚生労働省合同ホームページ） 

http://manabi-mirai.mext.go.jp      学びの未来  で検索 

｢茂原市｣の取組紹介！ 

参加者の声(令和元年度) 

・地域未来塾は皆さんが優しく面白い方が多く、教えるのもすごく上手でした。

毎週来るのが楽しみで、来るたび数学の楽しさ、おもしろさがわかりました。

受験合格をするまでみていただきありがとうございました。 

・最後の計算問題は分かりやすくて良かったです。 

・数学の成績が上がりました。本当にありがとうございました。 

 
 

｢地域未来塾｣～地域連携のススメ～ 

＜令和２年度＞ 

 対  象：全茂原市立中学校在籍３年生 （６中学校 ６７３名） 

 教  科：数学 

 会  場：茂原市中央公民館及び茂原市本納公民館 

 実施期間：令和２年１０月３日～令和３年２月２０日 

      毎週土曜日：午前１０時～午前１２時 

 登録生徒：２２名  

 登録講師：７名（元教員、学習支援員、一般ボランティア） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表彰は、幅広い地域住民等の参画により、地域全体で未来を担う子供たちの成
長を支え、地域を創生する活動（地域学校協働活動）のうち、その内容が他の模範と
認められる取組に対し、文部科学大臣が表彰を行うものです。 
令和２年度に受賞された３つの活動を御紹介します。 

 
 

【問い合わせ先】 千葉県教育庁教育振興部生涯学習課 学校・家庭・地域連携室 TEL：043-223-4069 

高校の魅力アップで存続をめざす。 
～地域で支えるコミュニティスクール～ 

「生徒指導プロジェクト」の主たる活動は、「朝のあいさつ運動」

である。生徒が登校する日は、毎朝行っている。委員だけでなく

地域の方や町役場の職員が参加してくださり、あいさつや生徒一

人一人に応じた声かけ等が行われている。「朝のあいさつ運動」は、

生徒が登校する８時から８時４０分まで、毎日校門近くで行われ

る。元本校職員や元ＣＳ委員であった地元の方がボランティアで

毎朝参加している。（推薦書より）※ＣＳ＝コミュニティスクール ＜あいさつ運動の風景＞ 

 

子どもたちの豊かな学びを様々な形で地域がサポート 
―学習習慣の定着や授業支援から生涯学習の基礎づくりまで― 

＜こうのとりまつりの様子＞ 

多古高等学校学校運営協議会 (県立高校) 

Firstnik☆ふぁ～すとにぃく☆ (市川市) 

「こうのとり祭り」を継続開催する中で、個別の団体同

士がつながりを強めていった。統括的な地域学校協働活動

推進員を中心に、地域のネットワーク化が図られている。

第一中学校で毎年行っている「職場体験」の受け入れ先等

を教諭に代わり推進員が担うようになってから、新規の受

け入れ先が増え、約２００人の生徒が豊かな体験学習を行

うことができている。（推薦書より） 

布佐中学校区地域学校協働本部 (我孫子市) 

夏祭りで“つなぐ” 
地域の力で子どもたちのために！ 

３０数年前より始まった中学校のクラブ活動（茶道・華

道・書道・琴・三味線・郷土芸能・柔道等）の地域住民講

師による活動を母体として、児童生徒の学びに合わせて学

校支援ボランティア活動も多様化し、地域学校協働活動へ

と発展してきた。また、平成２６年度から総合的な学習の

時間の小中一貫カリキュラム「郷土学習・ふさカリキュラ

ム」も実施された。（推薦書より） ＜地元住民の指導による琴体験＞ 


